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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、サイクリン依存性キナーゼ5の活性調節因子をコードする。このタンパク質は、メチルチオ基を付加することでRNAを修飾することが報告されており、RNAメチルチオトランスフェラーゼとしての機能とサイクリン依存性キナーゼ5の活性阻害能の両方を持つ可能性がある。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年5月],補因子：2つの4Fe-4Sクラスターに結合する。1つのクラスターは、3つのシステインと交換可能なS-アデノシル-L-メチオニンと配位する。,機能：CDK5R1によるCDK5の活性化を特異的に阻害する。,配列注意：グルタミン酸として翻訳される。,類似性：メチルチオトランスフェラーゼファミリーに属する。 MiaBサブファミリー。,類似性：MTTase N末端ドメインを1つ含む。,類似性：TRAMドメインを1つ含む。,サブユニット：CDK5R1（p35型）と相互作用する。CDK5RAP1、CDK5RAP2、およびCDK5RAP3はCDK5R1と競合的に結合し、CDK5R1およびCDK5と複合体を形成する。,組織特異性：広く発現している。心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓で発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

